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セキュリティと認証 

 

既に時間が来ておりますので、質問のところで答えさせていただこうと思いますが、ア

イデントラスだけ、ちょっと申し上げておきます。これは企業間取引で、その認証はア

メリカの金融機関、ヨーロッパの金融機関、日本の金融機関が共同で構築しようと。ス

タンダードを作ってしまおうという動きが出ています。本社はニューヨークにある。ル

ートＣＡをこのアイデントラスに運用させるということで、金融機関が合意していると。

これはベンチャーです。金融機関が立ち上げたベンチャーといっていいでしょう。 

 これを立ち上げた団体というの

は、ここに書いてあるような金融機

関です。バンク・オブ・アメリカ、

シティ、チェースマンハッタン、バ

ークレーズ、ナットウエスト、それ

からドイツ銀行、コメルツ、ドレス

ナーというような有力な銀行、それ

から三和、日本興業、三井住友、東

京三菱です。来年、正式に基本的な

設計仕様が公開されます。まだいま、
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策定中であるということがいえ

ます。我々も、その段階ですけ

れども、全く違うシステムには

ならないように、いま、総合行

政ネットワークのシステムをデ

ザインしました。なぜならば、

地方公共団体の金庫は銀行です。

指定金融機関に全部お金が行っ

て、納税の時などもそこで口座

が振りかえられるということ。それから公共事業をやったとき、電子調達をやったとき、

業者に支払いされるのは、その指定金融機関から業者のメインバンクにお金が移ります

ので、これと互換性のある電子認証、暗号を実装しないと、もう１回作らないといけな

くなるわけです。そういうむだな投資はやめようということです。 

 それで、勝手に我々、そういう考えで動かしていましたけれども、今年の１月になっ

て、一生懸命考えたら、はたとぽかをやっていまして、しまったと。アイデントラスに

特許を侵害していないかどうか聞

くのを忘れていたと、すぐに我々

の部隊に飛んでもらいました。ア

イデントラスに問い合わせました

ら、特許侵害には当たらないと。

むしろ我々と互換性を考えて、よ

く考えてくれた、どんどんやって

ください、進めていただいて結構

であるという回答をいただいたも

のですから、安心して、１月以降

は取り組んでいるところです。 

 ルートＣＡはアイデントラスが握りますが、レベル１のＣＡのついては各国の主要金
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